







































































































































































































人 日 年 平 均 増 減 率 (%)
1985 1990 1995 1980-851985-901990-95
全 国 40,448,48642,708,44744,851,000 098




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































全面的に父母が決定 71 7 229 21 2
父母が決めて本人の意
見を聞いた











全  国 都 市 部 農 村 部
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◆対象者番号  No.(     )氏名 (
住所・電話番号 (
◆調査年 0月・ 日       時間         場所      インタビュアー
・  ・  (  : ～  :  )(   )(
① 性 別  1.男    2.女
② 年 齢     年   月    日生まれ (      )歳
③ 本 貫 (              )
●定 位 家 族●
●父 名前 (             )
②     年   月   日生  (      )歳
③      年    月   日死去
④ 出生地
(    )道(     )市・郡 (   )面(
⑤ 現住所
(    )道(     )市・郡 (   )面(
⑥ 備 考
●母 名前 (             )
②     年   月   日生  (      )歳
③      年    月   日死去
④ 出生地
(    )道(     )市・郡 (   )面(
⑤ 現住所




●定 位 家 族●
●第   子 名前 (                   )
②      年   月    日生 (     )歳
③ 続 柄 (   )
④ 出生地
(    )道(     )市・郡 (   )面(
⑤ 現住所
(    )道(     )市・郡 (   )面(
⑥ 配偶者の結婚時の住所
(    )道(     )市・郡 (   )面(
③ 備 考 (死別・離別など)
●第   子 名前 (                   )
②      年   月    日生 (     )歳
③ 続 柄 (    )
④ 出生地
(    )道(     )市・郡 (   )面(
⑤ 現住所
(       )道(
⑥ 配偶者の結婚時の住所
(       )道(
③ 備 考 (死別・離別など)
)市・郡 (   )面(
)市・郡 (   )面(
■生 殖 族 族■
■配偶者I 名前 (             )
②        年  月    日生   (    )歳
③        年   月    日死去
④ 結 婚   年   月   日
⑤ 結婚時の住所
(    )道(     )市・郡 (   )面(
③ 備 考 (離死別など:年月日)
■配偶者Ⅱ 名前 (            )
②        年  月    日生   (    )歳
③        年   月    日死去
④ 結 婚   年   月   日
⑤ 結婚時の住所
(    )道(     )市・郡 (   )面(
③ 備 考 (離死別など:年月日)
■第  子 名前 (                  )
②        年  月    日生 (     )歳
③ 続 柄 (   )
④ 出生地
(    )道(     )市・郡 (   )面(
⑤ 現住所
(    )道(     )市・郡 (   )面(
⑥ 配偶者の結婚時の住所
(    )道(      )市・郡 (   )面(
⑧ 備 考 (死別・離別など)
76
■第   子 名前 (                   )
②        年  月    日生 (     )歳
③ 続 柄 (   )
④ 出生地
(    )道(      )市・郡 (   )面(
⑤ 現住所
(    )道(     )市・郡 (   )面(
⑥ 配偶者の結婚時の住所
(    )道(     )市・郡 (   )面(
⑧ 備 考 (死別・離別など)
●第   子 名前 (                   )
②        年   月    日生 (     )歳
③ 続 柄 (   )
④ 出生地
(    )道(     )市・郡 (   )面(
⑤ 現住所
(    )道(     )市・郡 (   )面(
⑥ 配偶者の結婚時の住所
(    )道(     )市・郡 (   )面(
⑧ 備 考 (死別・離別など)
77
▲地 域 移 動▲
▲第   居住地
①   年  月 ～   年  月
② (    )道(     )市・郡 (   )面(
③ 備 考 :
▲第   居住地
①   年 月 ～   年  月
② (    )道(     )市・郡 (   )面(
③ 備 考 :
▲第   居住地
①   年  月 ～   年  月
② (    )道(     )市・郡 (   )面(
③ 備 考 :
▲第   居住地
①   年 月 ～   年  月
② (    )道(     )市・郡 (   )面(
③ 備 考 :
▲第   居住地
①   年 月 ～   年  月
② (    )道(     )市・郡 (   )面(
③ 備 考 :
▲第   居住地
①   年  月 ～   年  月
② (    )道(     )市・郡 (   )面(
③ 備 考 :
▲第   居住地
①   年  月 ～   年  月
② (    )道(     )市・郡 (   )面(




時 期 学校名         所在地
▼中学校
時 期            学校名         所在地
▼高校・大学～
時 期           学校名          所在地
79
▼教育・ 職業移動▼
▼第   職業

























10.その他 (           )





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































This paper reports some results and analyses of a research done in two areas
in Kyeongsang Namdo, Korea, in 1998. The aim of the research was to reveal the
effects of the rapid modernization and industrtah-zaion in Korea which happened
in 1960's.
This paper consists of 3 sections:
Section 1 gives an overview of the areas researched. The author mainly focuses
on the changes of population and the mobility of the people after 1960's. Chang
Wong and Masan represent the area where population was largely increased
while San Chong Gun and Sachon Gun(now Sachon Shi) represent the area where
the population was largely decreased. Our research was done in Chang Wong
and Sachon.
Section 2 presents how the Korean family changed afler the modernization and
industrialtzation in Korea. To deepen the understandings, this section also presents
an overview of the traditional Korean family in the Yi Dynasty. The author
concludes that Korean people still maintain the strong family tie based on Confucian
ideology. The rapid changes of the society, however, forced to weaken the family
tie in Korea.
Section 3 shows the differences of consciousness of filial obiigation among the
generations. The author also compares the results between the two areas, the
rural and the urban.
It is concluded that social change in Korean has made it difficult to take care
of the old parents in reality even though Korean people still feel strong obligation
for the filial piety based on Confucian ideology, and that the younger generation
think that they need to be independent when they get old.
